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12 月 22 日 父島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2010 年 12 月 31 日、
M≧4.0、深さ０～200km） 

発震機構は CMT 解。 

12 月 22 日 02 時 19 分に父島近海で M7.4 の地

震（最大震度４）が発生した。発震機構（CMT 解）

は北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型で、太

平洋プレート内部で発生した地震である。 

気象庁はこの地震について、小笠原諸島に津波

警報（津波）を、伊豆諸島から奄美諸島・トカラ

列島にかけての太平洋沿岸に津波注意報を発表

し、八丈島八重根で 0.5ｍ（注）、父島二見で 22cm

など、東北地方の一部及び関東地方南部から沖縄

地方にかけての太平洋沿岸で津波を観測した。 

この地震の後、12 月 23 日に M6.5 の地震（最

大震度３）が発生するなど、震度１以上を観測す

る余震が 10 回発生している。活動は徐々に減衰

している（12 月 31 日現在）。 

今回の地震の震央付近（領域ａ）は地震活動が

活発な領域であり、1997 年 10 月以降の活動を見

ると、M6.0 を超える地震が時々発生している。 

（注）巨大津波計の観測点であり、その観測精度

は 0.1m 単位である。 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央付近（領域ｂ）では M6.0 を超える地震が

時々発生している。 

震央分布図（1923 年８月１日～2010 年 12 月 31 日、
M≧6.0、深さ０～200km） 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図

領域ｂ内の地震活動経過図 

（2010 年 12 月 22 日以降） 
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検知能力が低下している期間 


